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有限風帯による異方性海洋の風成海流

理準士岡本元治郎

風の吹選海流に就いては Ekman を初めとし多くの撃者によって論究されたが，夫

等は何れも海洋全面に一様の強さの風が吹いて居る場合を取扱はれたのでるる。

貿易風帯内の中央部に生歩る海流を説明する際にも其の理論が適用されるが，其の風帯

の境界線附;IT及び其の風帯外に生歩る海流に就いて論じ得ないのは勿論である。叉茸際に

貿易風帯での風の強さは一様でなく，其の風帯の境界線附近で弱<，其の中央部では強い

のが遇例であるから，従来の理論では貿易風帯内の海流をも充分に論じられない。

そこで本論文に於て貿易風帯の幅が有限である場合に生示、る海流を論究する。此の理論

に依って貿易風帯の境界線附近及び其の風格外に生づ歩る海流を論じ，叉貰際の貿易風帯を

異なる強さの風'1:/吹く有限の幅を有する幾何かの風帯が重なったものと考へ，此の理論を

適用して，貿易風帯内(}:)海流をも完全に説明せんとするものである。

今認に海洋上旬有限の幅ぞ有する祢欣の匝聞に貿易風のま日〈長期間に亙って一定不易の

風が吹く場合に生i>る海流を求める。地球自轄の交支某及び鉛直方向での渦動粘性は勿論，

野満教授の指示に従ひ横方向砂渦動粘性をも考慮し，叉鉛直，横の雨方舟での渦動粘性が

異なる異方性海洋と考へる。

先づ有限深度の海洋に於て，海底では流速に比例する摩擦が働き，二次的に生歩る海面

( 1 ) 野満隆治:奥方性大気及び海洋，本誌負'}6'谷(昭和 17年)95頁

( 1 ) 
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有限風帯に主る呉方性海洋の風成海流

傾斜をも考慮せる一般の場合での解を求め，戎に無限深海の場合での解を求める。此等@

解を北太平洋の貿易風帯(北東風〉に適用して其の風帯内及び其の風帯外に於て生参る海流

を計算する。其旬結果に就いて論じ，叉風帯の幅が有限であるための影響が如何なる範囲

にまで及ぶべぎかを検討する。

1. 基本式反ぴ諸保件

海洋の-Ul[聞に於て貿易風の如く長期間に亙って一定不易の風が吹く場合に生歩る海流

を求める。風の吹く直聞は右固に示す様に買ー直な，長

い帯扶をなすものとする。風の方向は風帯の長さの方

向と一定の角をなし其句強さは該医聞に於て一様に

して，又長期間に亙り一定不易であると考へる。

座標軸は風の吹く直聞の左端(北宇球に於て)での境

界線をy軸にとり，其の直聞の幅の方自に右方へz軸

手

をとる。叉z軸は鉛直上方にとる。風の方向は z軸と O 

一定角戸をなし，其の直聞の幅を/とする。叉海洋の

深さは一様に Aであると俄定する。鉛直方向での渦動

粘性は勿論，横方向の渦動粘性をも考慮する。其等の

ために生参る海面傾斜を Yz，Yy とする。蕗に考へる風

の直聞は非常に長い帯状をなすのであるから流速 V""

x 

VII及び海面傾斜 y"" yyは其の長さの方向 (y軸の方向〉では一様と考へて差支ない。それ

故に地球自轄の角速度を w=ωsin干とすれば定常股態での運動方程式は弐の如く典へられ

るむ但し ωは角速度，中は緯度である。

Aむ，_ .iJヨ引 、
ヲヂ十J克子十2wvy-r."g=0，I 

i . ….....・ H ・-…・・…...・ H ・H ・H ・.....・ H ・-…・・(1)
iJ2?J.. . iJZ7J.. I 
一一手十 y'一一子-2wZ'"，-y".R'=0.I iJz2 ・ 0x'-z gb p 

ま互に v及び Jは夫々 z及びx方向の動粘性係数である。又連横方程式は

~~"dz=O， ~~件=0 ......................................................."(2) 

-h 

海面に於ける僚件は

( 2 ) 



有限風帯による美方位海洋の風成海流

ド|争1=氏叫， μ|与/=TsinO (信組に於て) 1 
1""'" I吋 1r;，!，，" 1.-0 ~日H ・ H ・....・ H ・-…・ (3)

=0 ， =0  (.，;く0，1く.:1-'に於て j

弦iこμは粘性係数である。

海底では流速に比例する摩擦が働くものと仮定すれば

|匂 L “ lð引 I.~~7z-xuz|二~， I ず一円I.~? (一∞くxく∞に於て) ・・・ ……(4) 

蕊に xは正の常敢である。

今悲に v=v"，+ivy，y三 y"，十zy"と置けば運動方程式及ひ‘連続方程式は夫k共の如くなる。

d2v • d吉伸
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(0三z三fに於て) 1 
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(.xく0，1くZ に於て}=0， 

|告-xu|=0 (-kzく∞に於て ( 4') 
拘置-"

水平方向での境界僚件と Lて

(i)u，jf等は風の吹く直聞の境界線 ¥=0及ひ¥τ=1に於て連続であること。 (5)

(ii) v去等は¥:=ー∞及び，;=∞に於て零であること。 (6)

を満足しなければならぬ。

依って所要の海流 uは連続方程式 (2')及び境界保件(3')， (4')， (5)， (めを満足する

徴分方程式 (1つの解を求むればよいのである。

2. 解法

d2v ・』

徴分方程式 (1りを解くためド Z'，;;-七ア寺を Fourierの積分いて表はすことにする。先づ
CI.l 

v(心=÷j:hj:uO)CosaO-z〉ぬ

とすることが出来る。依って

( 3 ) 



有限風帯による異方性海洋の風成海流

Z1(x)=÷j〉(α)ふ・(i ) 

認に 時 )=[，v(̂)C州 -̂.1.:)dl， ................................................(ii) 

従って

82，. 1 r"" . r司(
27)

一一=-=--¥dcαi -tcokh-x〕A8x2 πJo ，，-J_曲目

である。而して境界保件 (5)及び (6)から失の開係が成立することが知られる。

仁会c叫-.1.:)dl.=-α片付 .....................(iii) 

依って

告=÷j:一川悦 (iv) 

同様にして

82v 1 r ∞ f ∞ ~7) ，. 1 ( 
ZT=7J10d¥ 

f∞ f∞ 8v /. ，.. 1 r∞av 
ヲァ=71A1 1-CosaO-z〉dk=-11-da-…'"・H ・.....・H ・'(vi)
"Z 仙 "0 J_∞OZ 1τ'0 OZ 

ヨたに1'(x)~ Fourierの積分にて表はせば

Y(z〕=4j:

悲に 附 EjLY(k〉c叫 -:t)dl， ................................................(viii) 

叉 T~ Fourierの積分にて表Iませば

Y斗j:dαjjF州 h 〕dk=fl:ベ7l'()片山ーのめ

=; ~: T(")d，， ....................................................."........(ix) 

(1 ~， ，..，.. (~inc<x • sin().(!ーパ』
認に ‘ 7(，，)三 !oybM(t-Of〉=Yi-7+-Jtーム~..…............(x)

式(i)， (iv)及び (vii)を運動方程式 (1りに代入してヨえの微分方程式が得られる。

82V (v'ゐ 2お¥TT" r(cx)g 
~;2 -~γαー +t一:'"' jT'(α)=一了一 …....・ H ・.....・H ・.....・ H ・-……(1")

又連観方程式 (2つは失の如くなる。

I L.rc川

( .1 ) 



有限風帯K よる異方性海洋の風成海流

海面及び海底の僚件は式 (i)，(vi)，及び(iめから

μ片手I=7(α)e柑
I V 必 IzmO

(0二τ二/に於て)
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13j二一げら)Iz- -~ 0 (一∞くIく∞に於て〉 ……...・H ・..……(4")

^ l " . .2;;; 
今了a.'!.十t一yω+Ul)2(p>q>O)と置けば

P=〔{士(子"，2)斗(子rr十t子d〕2，

q=[{十(ムヴ+(子)Tーを子"，2]ま
、‘ノ・氾r

l

、

依って微分方程式 (1")の一般解を失の如く表はすことが出来る。

時)=右右)2[ A1coshω+zq)(h+z)十A2sinh加 i州 十z)-_!子}....(Xii)

悲に A1及び 4は積分常裁である。 AlJ A~ 及び 1てのは式 (3勺， (4")及び (2'りから決

定出来る。即ち d三 K とすれば

T が(p+z'q)宮h2sinh(ρ十Iq)ll十λてρ十7fj)h{ cosh (p+ Iq )h-1) 
r("')=~e pgh 0 {(p十tり2/12-K}sinh(pト'(/)11十K(p十1旨)hcosh(p十lq)h

sin"，x+sincx(l-x) 
・・・・・・・・…・…-・・…-・・・・・…-・……………・(7)

sinαx十sinα(l-.x)
V(α)ーが ヨヨ

-pdα(ρ十1旨)[{(ρ十zq)21L2_K}sinh(ρ十uj)lt+K(p十/q)hcosh(p千zq)hJ

X({(ρ+lq)W十K(cosh(p+lq)h-1){cosh(p+lq )(IL十z)

十{K(s+セ)h-Ksinh(p十Iq)1L}sinh(p十乍)(11十z)

-{(p十lq)/lsinh(p十;q)!t+K(cosh(p十lq)hー 1)}J…………(8)

式 (vii)及び(i )から

了(h÷j:r(α)drx，v(心=÷j:Y(のふ

であるから Cauchyの積分表示に闘する定理を適用して弐の結果が得られる。

Tei~ {(1十i)k!t)らinh(1+z')kh+K(1 +i)kIL(∞sh(1 +/)kh-1] 
y(x) =一一・pgh ({(1十i)kh}2ー λつsinh(Jートi)品十K(J十i)，Mcosh(1十i)k!l

x l-x 
，i~ ~ 唱 (ーπ((/ot+7z，s! ーτ((7.<:+点、一一←ー}

十三e~r L:一二"1，，-('Je 、 ". TV十e-;~\(f ST1U.~ Jγ} 
pσ/1 ;;:;'1. . . 20:"ん" .'{V ， - ) 
。 1+1一ー""r，;D2 
(0三τ孟/に於て〉 ………………………...・H ・.....・H ・..…………(91)

( 5 ) 



有限風帯による異方性海洋の風成海流

T.t~ 曲、 1 nf n(a.+ih.)多→(a，+ib，)句h
y(心=73rL一夜h

2
c.t-c':'-" .._，; W+e '-，--" --" w S 

れる I十zτす京「
ß~D2 

(xく0に於て) -・・(92)

M ∞ 1 ~ (ーπ(as+zEs)ib → (α'，+ib.)三)
(x)=三';:-:E--一一C.~e ，'.. ---w-e 日 i

pgh ;:í 1+tと;ζ.~ ) 
I1;U. 

(lくx に於て)…………………………...・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・..(93)

Wは摩擦影響距J予言長と置く o D は摩擦影響深度にして悲にイ'与=k，~与=去
本

離である。

1{s 
叉 s.は tans.=一一」rの s番目の正根にして

K+s! 

F，tans.+ K(secs.-1) 
s.Cs.+(K十2)tans.J

の=[{1+(祭L)134引い=[{1+(長与)下一説;_y
一一α

 

T e'l~ 1 

v(x， z)=す • l+i・C{(l+z)劫)2ーの凶(l+i)kh十K(l+乃瓦雨両面)品

X[ {(1+制官+K(cosh(l十i)劫ー抑州l+i)劫(1+す)
川 (l+z)khー帥(l+i}M}s州 l+i)kh(1+す)
-((l+i)品sinh(l+z)品十K(cosh (1 + i)khー l)}J

7' u:-' D B. i一時.+必)竺 ー恨(a・+，oメ号1一一-FE---TA--le 'IY十('-I.¥U，-r'V
3
) W I 

凶.":i21th s;D← I.，L" ， ' ) 
2π2hZ '・

X{s.叫(1+す)+仇叫

第一項は従来の解にして，第二項は直聞が有限であるための補正項である。

T .it!~ l2_ _ _____Q'._ J呪(両+，・'b.)長一π(角川メ矛1(x， z)=----!，;:-e吃弐ヲ・一一一Ic" ".， ， --.， w +c .. ，-， ，.v，; T-V I 
μa・i2πh 時D2 I ，l< 10  J 

2π2hZ ，. 

-・・・(1O~)X{s.叫 (1十す)+九叫

摩擦開深夜 D=イJ手κ倣って点=長に於ける向勝擦開距離と稀するとと Kした。

( 6 ) 
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有限夙平野による奥方性海洋の風成海流

_ x x-l 
T 曲、 D B. í 一π(α.!+ 'Ò.~ ~ T.iT -:'t (a ，， +lÖ.~) 

U(x，hIrqEEE・百万一L-c..¥，." 'V.<> W十e-- " " ~' ，'T'V.<; j rv J 
2π2!t2 I ・

〉くls，sins.( 1 十~ )十s，叫[:l.coss.(1十三)-1~ cz<xに於て)一…(10日)
~..- '0¥ -. h / . ..---..---..¥-， /1/ ') 

B.= ___ttans. + K(secs，ー1)
.- s，Cs，十(K十2)tans，JE互に

次に (1)海底に流れな含場合 (K=∞)及び (II)海底に摩擦なき場合 (K=O)の二つの

特段なる場合ぞ考へる。

(1) 海底に涜れなき場合 (K=∞)

九は tans.=九の s番目の正根にして

九=[{1十(苦手)124引い=[{1十時)下-若手了

B.=ベ子L，ヤtan 惇ZL)，吋1+(詳YJ~，

r" (併乃2 Vl-} R.=L1十〔芸事)J 

とすれば海面傾斜 yふう 及び海流 v(x，z)は衣の如く典へられる。

T( 坦 i T r∞ i(中-8.)i 
Y(.l) =訪問B.et，sJ-p;h l2主Bん J 

x x 
T ∞ 正一π向万子十i(中-8.-πbsU~) 

十二，I:B.S.~e -_.-.'W'-" -. ._-"W ' 

pgll •・1 ~ 

千 三+i<中-8，ーゆと三))
十c LPF S FY i (O主主x三/に於て)……..-(91，1) 

x X 

7'担 ( lta. ;~T+i (中 -8，-+尚一)
y(x) =一壬1:::EB.S.i e -W y， 

は‘，，=1 、

-fai矛+正(中ーいbsZ矛)}(xく0に於て)， ......(削

'>"_1 x-l 

4x〕=-L勾SJe-同ニゲ+， ゆ十時----y;v-)
pgh ;:-1~..-.t. 
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有限夙帯による奥方性海洋の夙成目玉流

x x 
T 由 D ~ n ( -'It(l.~+i(中 -8.一時一)

一一一-::2_~， B.R.1e -n ーv.k ;:1 21th -. --.~ 
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山一
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A
吋

+
 x[ s.sins.( 1十す)十岬ぷ1十~)一 lJ(信回に於て}.....(1OI，

x X 
T ∞ D _ _ ( 'Jt(7.菅+i(中-8.+"b.ーのい，z)=一7-~ O~ ，_ B.R.，1e -w -n 
~ ;::121t!t -'-"'(_ 

Iーヨ~ l-x 
ープケ山一九一時----w-)} 

X[s.sinMl+す)+叫(1-卜す〉ー1J (ム・くOに於て}.....(lOr，宮)

T:!_D _..(一間三二IM中十πbaf長)
)=--Z--B R ic s IY げ

1'1 ;:12π1I -. --'(_ 

x x 
'-f叫 'w+ゆ -8.-rr:b'W)l

x[仇叫(1+す)ートc叫(1+す)ー1J (f<.xに於て).. ....(101. s) 

(Il) 海底に摩擦なき場合(1(=0)

九は sins.=O(tans.=O)の s番目の正根にして

の=[{1十(芸会yp十芸ZLY，ん=[{川岳会yp一五ZLY
O.=tan-

とすれば・海面傾斜 γ(.1)及び海流 V(Y，z)は弐の如く興へられる。

Y市(.1--伶r

y(x}=O (.エ1く0仏，I<.rに於て)， .一….一.. ….一.. ….一.. ….…...….一.. ….リ.. ….日.(9u，虫ρ)，(作9u.~ο ) 

T 気 D " i(中一色) - ;; ，(.v， z)ァ一一・ 2::2一一九e
. 
COs~. h 同 ;:-12πil 

_..-
-~: 

x 
T~D..(-市十一 +1: 中 -8，<1ー πb. T;rr) 一一~::2一一R.L.-"""lV 、 .w) 
μk ;:12π1， -"l 

十fm，LF+F(トトπbJF}判長 (0三 t;::irこ於て)， "'(IOu 

( fl ) 



有限風帯による異方性海洋の風成海流

x x 
p(r，O=L云lLRjt叫 w+z(中引πO.rr;.-)

f1.k ;::1 2π/1 -"l 

-M81手+ベ中-'8，ーギ長)) z 
-e n げ jco~rj"h 仁1くO に於て)，…(lOrr. 2)

山←L きJ之乙RJγffπ叫イ
μμ止::-12πlz _..ぺ( 

x x 
-e一回・J'V+i(い「πbηc叫

3. 無限深海の場合

D 
前節に於て得7こる解は浅海即ち-y-が小ならぎる場合には数計算をなすことが比較的に

ρ 
容易であるが深海即ち-y-が小なる場合には相常に多数め項を計算する要がある。それで

本節に於て無限深海の場合のfljs必求める。

この場合に於ては海面傾斜が零であることは明であるから運動方程式は

V1子十J三号-i2wv=0 ・…… - …H ・'"… .，…… H ・ H ・ ....(1~)
c.z- cι1--

で興へられる。設に u=7-t
z-わりである。

海面での僚件は前節の場合と同様に

ド|去し戸;#(山三/に於て) ) 
} …・・(3')

=0  心く0，!く‘τ に於て)J

海底での僚件を弐の如くとる。

H.二0，Iす|ニ。
水平方向での境界保件 (5)及び (6)は前節の場合と同様に満足される。従って前節と全

く同様の手続を経て運動方程式 (1みは

ミヲ-(子山手)vO)=

となる。悲に山寸=~~~附〆ん

海面及び海底の4条件は

( 9 ) 



有限Ji¥l.平野による異方性li:川:の臥成。与vlc

μ |芽lgzo=ywj;CO鈎 (À-x)dÀ=Jé'，s~予so.).dJ.==T(a.)eIP

|l lf，|凱f fω

-・・・・・・・(3")

く一二τ て，) 今附=そ引~;dß~~，"二匁 y尺(ω伶OかωC州(1Z'的z〆F

とし，U(ド lLYO〉州慌)d'f. とすれば

…( i ) kh3Cm〕COSMdp

e)2γ2  (00 ._ (0 e)2 V 

一一一=~\ ds ¥ -"，，; cos~d'f. oz- '1τ"'0 01 _ ~ CJc-

従って

然るに式 (3")及び (4めから

rケ _7Ja.)
つ 2COS~点一一一一一c''''-ß2 U(の- ………….....・H ・H ・H ・.(五〉

"" 
a、 μ

式 (i)及び(ii)を微分方程式 (1二)に代入して

Yてゆ l 
U(s) 

=一一
Lel，O _， 41- …H ・a・.....・ H ・.....・ H ・H ・H ・.....・ H ・'(8∞)

e' s2十三一αートtL竺ー

が得られる。それ故に

h ←ぞと[n~ C:'川由イア。??s丸川
-. v u 

W+~a."十 z:.，'7:::- ) 

J子=jbとすれば然るにJ子三三)， ，
 

t
 

会1:イρ:2:::主席=744パ (1/下イ(会)宮十(会Y)}

=シ予[ko{1/下イ(るY+(が}十ikcz{バ πイ(会Y+(が}]
J 、 I ，--:士¥

従つです==q，寸7司 とすればいさイ子j

l-z 
7:吋 rW 一一一一h かうな141・，1( v' 2 7t ，/ q2げ}十ilri(ぺ π伊万2}Jdy

， ， ( 10 ) 

依って



有限夙平静による異方性ifJlfの風成海流

F().)三 cυI'r{ふ〆月恥

なる極i散を考へれば所要の解は次の如く表はされる。

h 供与[F(~ )+F(午)J(山三/に於て)， ......(10向 1)

，(Y， z)=子[F(ヤ)-F(合)Jふく0に於て)， .........(10国

7咽r~(x ¥ ~(x-l\l 
U心(心包ピら.，←tヤTL門Fぺ¥ivJト一Fペ¥w;')川Jド(，ベくU 仁於て ..........….日.(川1叩胤O九∞

画敢 F().)の略算法に就いτ述べべ、る。平均値の定理を適用すれば女の関係が得られる。

市 )=¥;Ckrr{"27t I河 川u{v27t./日}Jψ

."¥: 

TV Aα rb 

=ェ=z 〔1000(E)ートFArr(E)}dt-10{dw(E)十付ci(~)}dO

悲に α= 〆21t /(~ Y+(十)2，o=ふう;

依つτ画数 ker及び仰の数表から F(~)の値を略算することが出来る。

ヨえに F(∞)が弐の如〈輿へられることが知られる。

F(∞)=五三f14

従って Ekmanの場合の解は

守--._tl世f →竺.，) Tp'? 

U(z)=fi方Jrベ1吟 J=;; (2F(∞)} 

で表iまされる。それ故に貿易風帯の幅 1:が甚大にして風帯内の境界線から相官に離れた所

的??が大なる位置では式 (1ω のfifI;o'Ekmanの値に脱する。

4. 貿易風帯に於げる海流

前二節の解~;æj適用して貿易風帯に於け る海流を計辞する。一例として北東風の吹く貿易

風帯(北太平洋)を考へる。此の風格の幅は緯度 10・乃至 20。で言うるから fは非常に大であ

る。風の強さも方向も一定不易と仮定する。

官官算に先立って摩擦影響距離に就いて一言する。

( 11 ) 

¥ 



有限風格による異方性it:J'Pfoの夙成海流

摩擦影響深度と摩擦影響距離:一

摩擦影響深度伝川 J竺に倣って，1fT=川/子在摩擦影響距離と構することとした。

海流を論示、る場合に深度を測る寧位として D を用ひられるが水平方向の距離を測るに摩

擦影響距離 wを車位とするのが最も便宜が多いことは上に得ナこ併に依って明である。

摩擦影響深度 D と摩擦影響距離 TVとの比は

w v 
ー干すー=、 ----， 

f / 'J 

目、

である。渦動粘性め具雄に於いては野満教授宗指摘され，集流の場合にすの値を推算

w 
された。海流の場合には不幸にして賓測がないので・悲にはヲアめ値を知わ得ないが近き将

来に於て研究したい、

(a) 有限深海に於ける海涜:一

h ~ ._ 
幅/は wに比しτ甚大であると俵定ずる。今一Z「=2Lして，海底に (1)流れなき場

合 (K=∞)及び (II)摩擦なき場合 (K=O)に於ける海流を夫々式 (101，1)， (101， 2)， 

z 
(101，3)及び式 (1011，J)， (10lJ， 2)， (10IJ， 3)を適用して万 =0.0，-0.1，-0.2，………-1.0 

の各屠に於ける各賄〔-L三 N とする)w 

17=0.0(Nh0.1(万一0.1)，0.2 (N-0.2)，" 
H 

及び

27=-0.lfJV十0.1)，-0.2 (N十0.2)，-0.3 (N十0.3)，"・H ・
H 

"、今 .

に於ての流速を計算した。業の計算の結果は表(1)及び CII)に示す通りである。但し

ユ二三1として居る。
(.1.1.:〆 2

弐に子午線による鉛直断面及びす=0.0，-0.1， -0.2，・・・等の各唐に於ける水平流速を

固示すれば国 (1)，及び (II)の如くなる。

此等の結果によって， (1)海底に流れなき場合及び (II)摩擦なき場合を比較するに，敢

量的に僅かの差異があれr流速の分布の模様は酷似せるものでるることが知られるくItjD

=2にもなれば)ο

其の主なる黙を拳ければ

C 1 )子午線による鉛直断面に於て (i)梅田での流速は小にして左端の境界線へは海水が

(円前!日(1)

( 1ヨ〕

ノ



有限風格?による異フケ性海洋の風成流海

l比政L来わ， 其の反主、Iに右端の境界線からは海水が護散し去る傾向を示して居る。(ii)

言与0.4附近の府に於ては流速は極めて微弱である。而してそれより上暦部に於ては北

流(右へ)1..-，主主の反当分に下j替部に於ては南流(左へ〕して居る。それ故に左(南〉側に於て

海水は土昇し，反撃Jに右(北〉側に於ては下降する。即ち主流に垂直なる関内で右廻りの

環流がある。

( 2 )(iii)各位置に於ける流速は海面よわ海底に到るに伴って，右に偏しつ〉減少して居

る。 (iv)海面及び各暦に於ける流速の分布「風神の左(南)側より風帯に泣くに伴って増

大 し，風帯内に這入ってもその傾向を続け，中央部に於て最大となるu 其の中央部の海

流が主流をなして居ることは勿論である。中央部より右に進むに伴って減少し風格外

に出でて更に減少する。雨境界線に於ての流速は中央部の半分である ~J (¥・〉海面及び各

屠に於ける水平流速度の方向は「中央部での流速度と雨境界線に於ての流速度とは全く

同方向である。風帯の中央部の左(南)側に於ての流速度の方向は左端の境界線に牧殺す

る様に偏り，業の反封に右(北)側に於ては右端の境界線から殻散する犠に偏る。」

(3 )風帯の幅が有限であるための影響は小敷鮪以下三位の程度てさは境界線よわ大路摩擦

影響距離の範囲に及び叉小数賄以下二伎の程度でlま0.6Wの範園に及ぶ。

(b) 無限深海に於ける海流:ー

風帯の幅 1;が lVに比し甚大であると考へる。式 (10町 1)，( lOo:，~ )， (10∞，心を適用して

合=0.0，-0.2，-0.4， -0.6， の各居に於ける各駅N=十〉

」テ=0.0(X)， 0.1 (X-O.l)， 0.2 (N-0.2)， 0.3 (N-0.3)，一
H 

及び . 
」7=ー0.1(λ'十0.1)，一0.2(N十0.2)，-0.3 (N十0.3)，•.•• w ~.~ ， 

に於ての流速を計算し業の結果ぞ表示すれば表 (III)の通りになる。又有限深海の場合

と同様に固示すれば園(IIl)句通りになる。

此の場合の海流の分布の模様は h/D=2なる有限深海の場合と類似して居る。唯異なる

所は敢量的であって，海面及び上府部での流速の大さが 20;'"程度大である。而して下府

部では非常に小である。即ち無限深海の場合に於ての海流は上唐部のみ顕著にして，下居

部では微弱である。

、‘，J.，
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有限風宇野による異方性海洋の)Jd.成海流
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有限風帯による呉方性海洋の風成海流
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有限風帯Kよる美方位海洋の夙成海流
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有限風帯による呉方位海洋の風成海流
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有限風平静による具方性海洋の夙成海流

以上要するに有限の幅を有する貿易風帯に一様の風が吹く場合に風帯の内外に如何なる

海流が生歩るかを明にし7このでるる。置際の貿易風帯では風の強さは一様でないが異なる

強さの風が吹く有限の幅を有する風帯が幾何か重なったものと考へられる。それ故に其等

の風帯の各k に上の理論を遁用し，夫等を加算すれば賓際の貿易風帯に生守る海流が求め

られる。 1Mち風の強きが一様ならぎる賓際の貿易風格の内外に生今る海流に就いて完全に

論歩ることが出来る。

絡に本問題を奥へられ且種々懇切なる御指導を賜った野満数授に深く感謝の意を表する。
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